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令和７年 第１回砂川市教育委員会会議定例会 会議録 

 

日  時  令和７年１月16日（木） 午前10時00分～午前11時45分 

  

場  所  市役所 ２階大会議室 

 

出 席 者   髙橋教育長、平間教育長職務代理者、住委員、皆上委員、坪江委員 

説 明 員  東教育次長、堤指導参事、徳永技監、早川学務課長、玉川学校再編課長、篠﨑学校再

編課副審議監、谷口社会教育課長、江末スポーツ振興課長、山形公民館長兼図書館長 

記  録  齊藤総務係長 

 

 

審議内容 

 

開 会（教育長進行） 午前10時00分 

１．会議録署名委員の指名  平間 教育長職務代理者 

 

２．前回会議録の承認 

令和６年12月18日（水）開催の「第12回砂川市教育委員会会議定例会会議録」について承認。 

 

３．報告第１号 教育長報告について 

 

◇ 所管業務について 

 

（学務課） 

学務課長より、「小学校新１年生の予定数について」など７件について報告。 

 

（学校再編課） 

  学校再編課長より、「第６回砂川市立小中学校統合準備委員会の開催について」など４件につ

いて報告。 

 

（社会教育課） 

  社会教育課長より、「第77回砂川市はたちの集いについて」報告。 

 

（スポーツ振興課） 

  スポーツ振興課長より、「インクルーシブフェスティバルについて」など３件について報告。 
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（公民館） 

  公民館長より、「公民館教室こどもの伝筆教室について」報告。 

 

（図書館） 

  図書館長より、「本の福袋～借りてみてのお楽しみ！大人ver.について」報告。 

 

（学校給食センター） 

  学校給食センター所長より、「学校給食の供給状況について」報告。 

 

質問 砂川高校魅力向上に係る要請行動の詳細について 

 

答弁 砂川市高等学校を考える会で協議された内容を、大きく８点にまとめた要望書を提出した

ものである。 

 

質問 介護人材に関する包括連携協定の詳細について 

 

答弁 小中学校における介護福祉教育や、砂川高校から栗山町の専門学校進学時において、市か

ら推薦された生徒に対し、授業料の免除など優遇がされるものである。 

 

―――   了承   ――― 

 

４．報告第２号 議会報告について 

  教育次長より、12月９日から12日までの会期で開催された第３回市議会定例会において、補

正予算、条例の一部改正など、10件の議案が審議され、一般質問として「義務教育学校の制服・

ジャージ購入に対する支援について」など４件の答弁内容を報告。いずれも提案のとおり議決

されたことを報告。 

 

質問 部活動受け入れ可能な５団体について 

 

答弁 バレーボール、バドミントン、野球、ソフトテニス、陸上である。 

 

質問 義務教育学校開校時の特別支援学級の児童生徒数と教職員について 

 

答弁 現時点で概数であるが、児童50人程度、生徒10人を見込んでおり、教職員については専門

的な知見を有する職員を配置できるよう準備を進めている。 

 

―――   了承   ――― 
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５．議案第１号 令和７年度砂川市教育実践方針について 

指導参事より、砂川市教育実践方針について提案。 

 

質問 スタートカリキュラムの具体的な構成について 

 

答弁 小１ギャップについて、幼稚園及び保育園での生活を徐々に学校生活に慣れてもらう内

容の他、教職員のスタートカリキュラムを意識した取り組みについて記載されているもの

である。 

 

質問 ウェルビーイングの具体的な考えについて 

 

答弁 学校教育でも重要視されており、安心感を持てる環境、自己実現を図れる学びの体制整備

と考えている。 

 

―――   決定   ――― 

 

６．議案第２号 砂川市における「小中一貫教育」本格実施の方向性について 

指導参事より、砂川市小中一貫教育推進委員会の審議を踏まえて、令和７年度からの本格実

施について提案。 

 

―――   決定   ――― 

 

７．その他 

 

質問 義務教育学校開校時の人事について 

 

答弁 管理職及び一般教職員については、令和７年度の協議を続けているところである。 

 

―――   了承   ――― 

 

 

――― 閉  会 ――― 午前11時45分 

 

 

以上 


